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〔制度設計〕
○修学資金の運営主体をどうするか、指定医療
　機関への義務年限10年に初期臨床研修2年を
　含むか等、制度の詳細については未調整。

〔制度設計〕
○社団法人の定款を作成する。（８月予定）
○宮城県と本学で修学資金に関する基本協定を締結
する。
　（８月予定）
○本学修学資金貸与規程を作成する。（８月予定）

〔修学生確保の取組〕
○進学予備校主催の高校生、予備校生を対象とする
　説明会に参加(7月～10月)
○高校生を対象とした東北6県での進学説明会の開
  催(7月～10月)
○オープンキャンパスでの説明コーナー設置(8月)

〔制度設計〕

○制度の詳細について、引き続き各県と協議のう

　え、対応する。

 

〔修学生確保の取組〕

○上記、宮城県に同じ。

〔制度設計〕
○おおむね既存枠で対応することで各県の理解が
　得られたが、「制度趣旨から、既存制度の利用
　は難しい」との懸念が示された県があった。
 
 
　

〔制度設計〕
○協議の結果、以下の事項について基本的に合意し、
　調整中。
　・運営主体は「社団法人」とする。
　・指定医療機関への義務年限10年には、初期
　　臨床研修2年を含まないこととする。
　　（知事が別途指定する診療科に勤務する場合等は
　　　特例として上記義務年限を8年とする）
　
〔修学生確保の取組〕
○東北6県高校進学指導者への説明会開催(6月実施済)
○東北6県高校訪問・説明(6月～7月)
○宮城県主催の医学研究講座での説明(7月実施済)

〔制度設計〕

○制度の詳細について、引き続き各県と協議のう

　え、対応する。

○修学生を確実に確保し実績を重ねることにより、

　将来的な各県利用枠の拡大と本学枠設定に

　繋げる。

〔修学生確保の取組〕

○上記、宮城県に同じ。

〔制度設計〕
○「既存制度での対応は困難」とされていた県に
　ついては、協議の結果、既存制度で対応していただ
　けることとなった。
　これにより、東北5県の合計で、14～20名程度の
　利用が見込めることとなった。【別紙１参照】
○高校・学生向けのパンフレットに記載する修学資金
　制度の概要について、各県に照会し了解を得た。
　【別紙３参照】
○本学理事長が各県の知事・副知事等を訪問し、今後
　の協力を要請。（１県については、今後訪問予定）
 
〔修学生確保の取組〕
○上記、宮城県に同じ。

修学資金制度の進捗状況について

前回運営協議会（本年３月）時点の状況

資
　
金
　
循
　
環
　
型

今後の予定

宮
城
県

現在までの進捗状況

〔制度設計〕
○本学が各県それぞれ1名分の貸与資金を拠出
（その他の制度の内容は宮城県と同じ）する
　こととし、各県に協力・検討を依頼した。
　その際、初期臨床研修期間は、義務年限や
　資金拠出の対象とせず、研修後の10年間を
　対象とすべきとの意見があった。
 

〔制度設計〕
○本学の責任において各県１名を選考する。受入れ
　病院については、初期研修修了までに、本学の
　責任において選定する方式とする。【別紙２参照】
　　なお、受入れ病院の選定にあたっては、県当局
　や医学部等からの助言を得ながら進めることとす
　る。義務年限は、各県の実情・要望を踏まえ、協議
　のうえ、対応する予定。
○本学理事長が各県の知事・副知事等を訪問し、今後
　の協力を要請。（１県については、今後訪問予定）

〔修学生確保の取組〕
○上記、宮城県に同じ。

東
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６



別紙１ 

 

 

東北地域医療支援修学資金制度に係る各県との調整状況について 

 

１．各県の利用見込み 

 資金循環型 資金費消型 

山形県 

本学の責任において各県１名を選考する。受入れ

病院については、初期研修修了までに、本学の責任

において選定する方式とする。 

 なお、受入れ病院の選定にあたっては、県当局 

や医学部等からの助言を得ながら進めることとす

る。義務年限は、各県の実情・要望を踏まえ、協議

のうえ、対応する予定。 

 

既存枠で対応（例年の枠空き状況から、３～５名程度見込まれる。） 

秋田県 既存枠で対応（例年の枠空き状況から、５名程度見込まれる。） 

青森県 既存枠で対応（例年の枠空き状況から、１～３名程度見込まれる。） 

福島県 既存制度で対応（活用できる既存枠の全体数は３名） 

岩手県 既存制度で対応（例年の枠空き状況から、４名程度見込まれる。） 

 

２．本学医学生が利用可能な各県の修学資金の状況（資金費消型） 

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

定員 66 66 66
実績 39 44 44
差引 27 22 22

東北五県
合　計

 
 

以 上 



東北５県修学資金循環型スキーム（案） 

Ａ県内訪問・実習 Ａ県 
修学生 

修学生決定 

入学 卒業 

国家試験合格 

 初期研修  a 病院     b 病院  c 病院 

（ ６年間 ） （ 義務年限期間  年間３００万円負担 ） 

Ｂ県 
修学生 

Ｃ県 
修学生 

Ｄ県 
修学生 

Ｅ県 
修学生 

Ｂ県内訪問・実習 

Ｅ県内訪問・実習 

Ｄ県内訪問・実習 

Ｃ県内訪問・実習 

 初期研修  d 病院     e 病院  f 病院 

 初期研修  g 病院     h 病院  i  病院 

 初期研修  j  病院     k 病院  l  病院 

 初期研修   m 病院     n 病院   o 病院 

各県・病院に説明 病院発掘・調整 万が一、病院が決まらない場合は、各県のサテライトセンター等
への勤務で対応する。 

高校・高校
生、予備校
への説明・
ＰＲ 

入試 

６年間 ３,０００万円 各県と調整のうえ、病院を決定 

別紙２ 



別紙３
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